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質
問　

産
廃
倒
産
業
者
が
設
置
し
た
既
存

の
遮
水
壁
本
体
の
調
査
が
「
実
施
計
画
書
」

策
定
時
に
も
、
遮
水
壁
工
事
発
注
時
に
も

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
、
遮
水
壁
の

有
効
性
の
確
認
が
不
十
分
で
あ
り
、
市
と

し
て
調
査
を
要
求
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

県
で
は
、
遮
水
壁
の
有
効
性
の
調

査
研
究
や
環
境
保
全
対
策
に
関
す
る
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
平
成
15
年
４
月
に
は
環

境
保
全
対
策
部
会
の
中
間
報
告
が
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
中
で
遮
水
壁
に
つ
い
て
は
﹁
既

存
資
料
や
新
た
に
実
施
し
た
高
密
度
電
気

探
査
の
結
果
、
さ
ら
に
は
新
設
し
た
観
測

井
戸
を
含
む
地
下
水
の
水
質
調
査
結
果
等

か
ら
見
て
、
そ
の
汚
染
拡
散
防
止
の
効
果

と
し
て
有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
﹂
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
遮
水
壁
は
汚
染
拡
散
防
止
の

た
め
に
機
能
し
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て

い
る
。

質
問　

住
吉
町
住
宅
は
木
造
２
階
建
て
と

産
学
官
の
一
致
し
た
今
ま
で
の
方
向
を
、

市
長
就
任
か
ら
わ
ず
か
１
カ
月
半
の
６
月

定
例
会
で
、
多
層
階
耐
火
構
造
（
Ｒ
Ｃ
）

で
建
設
と
の
方
針
転
換
の
意
思
を
表
明
し

た
が
、
そ
の
理
由
は
な
に
か
。

答
弁　

住
吉
町
住
宅
は
こ
れ
ま
で
、
現
在

地
に
１
０
０
戸
程
度
、
残
り
50
戸
の
建
設

候
補
地
を
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
内
と
し
て

検
討
し
て
き
た
が
、
建
築
後
50
年
を
経
過

し
老
朽
化
も
著
し
く
、
現
入
居
者
の
方
々

に
早
期
に
安
全
で
安
心
な
住
居
の
提
供
が

最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
中
心
市

街
地
へ
の
定
住
人
口
の
増
加
、
賑
わ
い
の

創
出
等
か
ら
街
へ
人
を
誘
導
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
中
心
部
に
あ
る

数
少
な
い
貴
重
な
市
有
地
を
最
大
限
有
効

活
用
し
た
い
。
さ
ら
に
、
残
り
50
戸
の
建

設
ス
ペ
ー
ス
は
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
内
で

は
確
保
が
難
し
い
こ
と
、
建
て
か
え
事
業

の
要
件
で
あ
る
現
有
戸
数
以
上
の
建
設
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
１
０
０
戸
以
上
の
建

て
か
え
に
必
要
な
福
祉
施
設
、
駐
車
場
、

居
住
ス
ペ
ー
ス
等
を
考
慮
し
、
現
在
地
に

耐
火
構
造
に
よ
り
１
５
０
戸
程
度
の
建
設

を
目
標
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

少
子
化
、
過
疎
化
が
進
み
児
童
生

徒
数
が
減
少
す
る
中
、
統
廃
合
や
学
区
の

再
編
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
学
校
再
編

を
考
え
て
い
く
上
で
、
小
規
模
特
認
校
や

小
中
一
貫
校
も
選
択
肢
の
一
つ
に
な
り
う

る
と
思
う
が
、
本
市
の
義
務
教
育
の
あ
り

方
、
方
針
は
ど
う
な
の
か
。

答
弁　

各
地
域
で
地
理
的
な
要
因
や
歴
史

的
文
化
的
な
背
景
が
異
な
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
合
っ
た
教
育
環
境
の
整
備
を

行
い
、
地
域
・
学
校
・
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
学
校
教
育
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
も
常
盤
地
域
の
小
中
併
設
校
、

市
街
地
の
渟
城
３
校
廃
止
２
校
新
設
や
二

ツ
井
地
域
の
小
学
校
１
校
へ
の
再
編
等
、

各
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
環
境
の
整
備

を
地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
き
て

い
る
。
今
後
も
、
小
規
模
校
に
特
色
を
持

た
せ
、
市
内
の
各
地
域
か
ら
入
学
を
認
め

る
と
い
っ
た
弾
力
的
な
運
用
や
小
中
一
貫

校
的
な
運
用
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
な
が

ら
、
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

質
問　

現
在
、
風
の
松
原
は
市
民
の
方
々

が
健
康
づ
く
り
や
環
境
学
習
の
場
、
憩
い

の
場
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
て
い
く
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
場
所
で
あ
る
。
松
く
い
虫
の
被
害

状
況
の
推
移
と
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁　

本
市
の
松
く
い
虫
被
害
は
、
平
成

８
年
度
に
檜
山
地
域
で
確
認
さ
れ
、
11
年

度
に
は
風
の
松
原
で
、
16
年
度
は
旧
二
ツ

井
町
で
も
確
認
さ
れ
る
な
ど
全
市
に
拡
大

し
て
い
る
。
14
年
度
に
風
の
松
原
で
被
害

量
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で

主
体
的
に
実
施
し
て
い
た
伐
倒
駆
除
に

加
え
、
15
年
度
か
ら
は
新
た
に
薬
剤
散
布

や
樹
幹
注
入
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
年
々

被
害
量
は
減
少
し
て
い
る
。
今
年
度
の
風

の
松
原
で
の
薬
剤
散
布
は
約
６
４
０ 

��
と

な
っ
て
い
る
。
国
で
は
被
害
の
北
上
を
食

い
と
め
る
た
め
、
17
年
度
か
ら
３
カ
年
で

松
く
い
虫
被
害
先
端
地
域
特
別
対
策
事
業

を
実
施
し
、
徹
底
し
た
伐
倒
駆
除
や
薬
剤

散
布
を
講
じ
て
い
る
。 

能
代
産
廃
の

遮
水
壁
本
体
の
調
査
を

 

信
太
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
事
項

・
市
史
編
さ
ん
事
業
継
続
に
つ
い
て

・
歴
史
民
俗
資
料
館
・
美
術
展
示
館
と
火
力
協
力
金

・
東
イ
ン
タ
ー
付
近
の
大
型
店
出
店

信太　和子
大河・生々・
みどりの会連合（ ）

住
吉
町
住
宅
の
木
造
化

を
転
換
し
た
理
由
は

小
学
校
の
統
廃
合

に
つ
い
て

 

針
金
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
事
項

・
学
校
建
設
の
財
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て

・
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
は

・
行
政
諸
課
題
の
精
査
に
つ
い
て

針金　勝彦
（ 平 政 会 ）

松
く
い
虫
の

被
害
状
況
と
対
策


